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𝑉௢௨௧ ൌ 𝑉௢௨௧ଵ ൅ 1 െ 𝑧ିଵ 𝑉௢௨௧ଶ ൅ 1 െ 𝑧ିଵ 𝑉௢௨௧ଷ

ൌ 𝑉௜௡ ൅ ሺ1 െ 𝑧ିଵሻ𝑉௘௥௥ଵ+ 1 െ 𝑧ିଵ ൛െ𝑉௘௥௥ଵ ൅ 1 െ 𝑧ିଵ 𝑉௘௥௥ଶ ൅ 1 െ 𝑧ିଵ ሼെ𝑉௘௥௥ଶ ൅
1 െ 𝑧ିଵ 𝑉௘௥௥ଷሽൟ

ൌ 𝑉௜௡ ൅ ሺ1 െ 𝑧ିଵሻ𝑉௘௥௥ଵെ 1 െ 𝑧ିଵ 𝑉௘௥௥ଵ ൅ 1 െ 𝑧ିଵ ଶ𝑉௘௥௥ଶ െ 1 െ 𝑧ିଵ ଶ𝑉௘௥௥ଶ
൅ 1 െ 𝑧ିଵ ଷ𝑉௘௥௥ଷ

ൌ 𝑉௜௡ ൅ 1 െ 𝑧ିଵ ଷ𝑉௘௥௥ଷ (3rd order nose shaping)
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(The temporal changes in the 
capacitance Cs is slower than 
the sampling frequency. )



Problem 3-2

7

Using the equation shown in Chap.4, Slide 28,
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問題3.2の補足説明

• この回路は、Capsenseと呼ばれ、タッチセンサや近接センサに使用さ
れる

• 参照入力付きDAIを使用しているが、入力が電圧ではなく、Csに充
電された電荷を用いるため、Cs + Cmの容量に入力電荷が分配され
てしまう問題がある。前ページの計算では、Cs >> Cm の近似を使用
したが、この条件下では、Cs/(Cs + Cm) ≒ 1となり、Csの変化を検出
する感度が小さくなる

• この問題を解決するために、入力用と帰還用のキャパシタを別々に
用意する（第4章スライド28の中段の回路）
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